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〈研究室紹介〉
分 子 微 生 物 学 研 究 室
(LaboratoryofMolecularMicrobiology)
魚 住 武 司
当研究室では,有 用酵素生産菌と窒素固定菌の遺伝子を クローン化 して解析 し,遺 伝子工学的
に改良 して活用する研究を行ないたいと考えています。有用酵素生産菌 としては,バ イオマスの
有効利用に役立つ新規なセルラーゼなどを生産する微生物を自然界からスクリーニングし,優 良
菌を選んだのちその遺伝子を解析 し,そ の発現を強化することによって酵素の生産性を向上させ
るとともに,遺 伝子を改造す ることによって蛋白質工学的に酵素の特性を改善 したいと考えま
す。 日本の伝統的な発酵工業における重要微生物であるコウジカビについては,そ の自己消化に
関与する核酸分解酵素とその活性調節蛋白質(イ ンヒビター)の 存在を発見し70年 代に発表 し
ました。当時発表 したこれらの蛋白質の性質が,近 ごろ話題の動物細胞のアポ トーシスに重要な
(写真)卒 業研究3年 生の微生物実験の指導(学 生のデジカメによる不意打ちショット)
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働きをするCaspase-ActivatedDNase(CAD)と そのインヒビター(ICAD)と によく似ている
ことに最近気づきましたので,あ らためて,コ ウジカビからこれらの遺伝子を クローン化して解
析 したいと考えています。
イネ根圏窒素固定菌の遺伝子の解析 と改良強化の研究については20年 近 く行なってきてお り,
化学窒素肥料の節約に役立てたいと考えています。すでに幾つかの改良菌株を作成しましたが,
これ らをポ ット栽培のイネに接種 した場合に,土 壌中でg生 存力が野生株 よりも劣るために,改
良株が死滅 しやすく実用的な性能が得られないという状況です。今後,窒 素固定能改良株の自然
界での生残力を高めることによって,環 境保護と持続可能な農業に貢献することをめ ざしたいと
思います。
当研究室は,1999年 度に農学科に所属 して発足 し,2006年4月 から新設の生命科学科に移行
しました。学部の授業としては,1999年 度は生物学概論,分 子生物学,遺 伝子工学を担当 しま
したが,2000年 度からは生命科学概論,基 礎微生物学などを担当することにな りました。「微生
物をは じめ,あ らゆる生物の生命活動の中心は分子の化学反応である」とい う信念のもとに,生
命の基本的な仕組を学生に理解させることを 目標に して教育し,そ の結果 として個々の学生の応
用力を引き出 したいと考えています。
卒業論文研究ゼ ミナールとしては,現 在農学科の3年 生6名 と,4年 生11名 を引 き受けてい
ます。いずれ も微生物,遺 伝子などに興味をもち,英 語の専門書の輪読,文 献調査などに励んで
お ります。3年 生には夏休みに微生物 と遺伝子の取 り扱いを実習させ,ま た,4年 生には有用酵
素生産菌のスクリーニングなどの研究を開始 させてお ります。 このようにして,大 学院進学や就
職のための実力をつけさせることにより,将 来の大成に期待 してお ります。
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